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研究の成果   
 下水処理場から回収したサンプルから 6 株のファージを分離し、イヌ及びウマ疾病由来
緑膿菌に対する宿主域判定では、それぞれのファージの宿主域を組み合わせることで全 68
株中 56 株に明らかな溶菌活性を発揮した。この緑膿菌の中にはフルオロキノロン系薬剤
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2016 年 4 月に｢国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議｣により薬剤耐性
















ことでイヌ病巣由来緑膿菌 39 株中 30 株に対して有効だった。その中にはフル
オロキノロン系薬剤高度耐性菌も含まれており、6 株中 5 株を溶菌した。6 株
のファージのうちΦR12、ΦS12-1、ΦS12-3 及びΦR18 に対して電子顕微鏡下
で観察したところ、ΦR12、ΦS12-1 及びΦS12-3 が Myoviridae、ΦR18 が
Podoviridae に分類されることが明らかになった。 
第 II 章では競走馬の細菌性角膜炎に対する予防的点眼使用の可能性を明らか
にした。第 I 章で分離された 6 株のファージはウマ病巣由来緑膿菌 29 株中 26















した。ΦR18 のエンドライシンは由来菌である Pa18 株だけでなくフルオロキ
ノロン系薬剤高度耐性菌である Pa61 株や同じく耐性菌でΦR18 が溶菌できな
かった Pa17 株、角膜炎由来菌の NE-126 株に対して溶菌または増殖抑制効果
を示した。一方でグラム陽性菌である黄色ブドウ球菌 SA03 株に対しては溶菌
効果を示さなかった。 
本研究により、バクテリオファージの治療及び予防的使用の可能性、特に競
走馬のレース後の点眼使用の点で大きく期待できる結果を得られた。また、
ΦR18 から得られたエンドライシンが溶菌活性を持つことを明らかにした。フ
ァージを応用することにより抗生物質使用量が減少し薬剤耐性菌が減少するこ
とが見込める。獣医師の保菌率が減り、獣医師を介した耐性菌の移行が減少す
るだろう。更に、これまでに耐性によって使用できなくなった旧世代の抗生物
質が再賦活化されることも考えられる。世界的な薬剤耐性菌の危機を克服する
ためにも抗生物質以外の抗菌性物質の開発が急務となっている。本研究はその
可能性を示すのに有用な成果を示したと考える。 
